

[image: image1]
1．大見出し（MSゴシック，12pt　※(B)ボールドにしない(以下同様)）
文章をここに流し込んでください。
和文フォントはＭＳ明朝，サイズは10.5pt。英文フォントはTimes New Roman，サイズは11pt
　句読点は「，」と「。」

ページ設定はＡ４，46文字×39行，余白は上26mm，下26mm，右23mm，左23mmです。

　ページ番号等、ヘッダー、フッターへは記入しないでください。
　その他，執筆は，食農資源経済論集執筆要領に従って作成して下さい。
*** PDFによる投稿の際のご注意 ***

通常、PDF設定は初期設定で「標準」となっています。その場合、特殊文字等が、ファイルを開くパソコンによっては文字化けするおそれがあります。必ず、フォントの埋め込みができる「高品質」設定でPDFに変換するようお願いします。

この下の所属ならびにキーワードを記入してください（ＭＳ明朝，10pt）

1ページ目に流し込む文章の行数が多いと，下の所属欄が移動してしまいますので，適切な分量で改行し，改めて，2ページ目から文章を流し込むようにして下さい。
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・。
《大見出しの前は一行空白》
2．大見出し（MSゴシック，12pt）
（1）中見出し（MSゴシック，11pt）
・・・・・・・・・・中見出しの前には行間を空けずに本文を書いて下さい。

（2）中見出し（MSゴシック，11pt）
１）小見出し（MS明朝，10.5pt）
　・・・・・・・・・・・
図表のタイトルはMSゴシックの12ptで統一して下さい。また，図表下の註と出所は，「註：」「資料：」と表記したうえで註を先に記載し，MS明朝の9ptで統一して下さい。註が複数ある場合は，図１の例に従って記載して下さい。
表1　△△△（MSゴシック，12pt）
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註：・・・・・・・・・・・・・・。（MS明朝，9pt）
資料：・・・・・・・・・・・・・。
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註：1）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
　　2）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

資料：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
図と本文の間には，適切な余白が出来るようにし，刷り上がり後に読みやすくなるよう配慮して下さい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

註（MSゴシック，11pt）
１）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・註の文章は，2文字分のぶら下げ設定を行って下さい。
２）

10）

11）

付記（MSゴシック，11pt）
・・・・・・・・・・・・・・
引用文献（MSゴシック，11pt）　※Family nameのアルファベット順に列記する。
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※同一著者の文献が複数ある場合は刊行の古い順で示し，同一著者同一年である場合は（2021a）(2021b)とする。著者が複数の時には著者名を「・」ないし「and」でつなぐ。和文では全角のコンマ「，」と全角のピリオド「．」を用い，半角のコン マと半角のピリオドは使用しない(但し、URLは除く)。
※本文中での文献の引用は，著者の姓の後に刊行年（西暦）をカッコ付きで続ける。著者が2名の時は著者の姓を「・」ないし「and」でつなげ，3名以上の時は筆頭著者の姓のみを明記し。第2著者以降は「ら」ないし「et al.」として省略する。
　例：「…である」（島田，2002：p.12）, 有本ら（2014）によれば「・・・」である。Kunimitsu et al. (2013) pointed out …
Abstract（Arial，12pt）
　和文論文の場合は，英文のAbstractを作成してください。
英文フォントはTimes New Roman，サイズは11pt
和文要約（MSゴシック，11pt）
　英文論文の場合は，和文要約を作成してください。
　和文要約では，まず，センタリング（中央揃え）でタイトルを記述し，その後，要約を書いて下さい。
和文フォントはＭＳ明朝，サイズは10.5pt。
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１０行分にバランスよく配置すること





タイトルはここに


－副題がある場合はここに－
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